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＜＜講演概要＞＞
最近話題となっているパナマ文書で明らかになった様に、オフショアへの富裕層及び法人の大規模な資
産移転によって世界各国で課税漏れが生じ、現在、関係各国の政府は、その対応に苦慮しています。
本セミナーでは、欧州連合および英国の最新動向を、英国の代表的な租税法学者にわかりやすく解説し
ていただきます。
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